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1は じ め に
日本の カメラ産業 は自動車産業や鉄鋼 業界 の.ような超大規摸産業 に比較 し,
その規模 は小さいが,同 じカメラ産業で国際比較する と世 界無敵の強 さをもち,
しか も1964年以降か ら現在(1994年)までの長期 間にわたって,日 本 カメラ産
業 は世界 カメラ市場で の王座 を守 り続けてい る。
フラ ンスの タゲールが世界最初の写真機を発 明 したのは,ユ839年であ った。
翌年1840年には 日本 に写真機が渡来 した。当時 日本が江戸時代で鎖国体 制で あ
る国状か らみて驚 くべ きことである。
今 日,日 本 の カメ ラは 円本の輸出産業のプ レステージ ・アイテムとして世界
市場 の隅々にまで行 き渡 り,宇 宙開発にまで使用 され てい る。 カメラが 日本 を
代表す る国際商品であ ることは,誰 しも異論 のないところであ る。
1965年旧 ソ連 の ミコヤ ン副首相が 「日本はカメラと トランジスター ・ラジオ
の分野で世界 を征服 した。 これはカメラ帝 国主義 の出現だ」 と言 ったが,そ の
後 も幾.多の試練 を経なが らますます国際化 し巨大化 してい ることは事実 だ。
1954年には 日本の カ.メラ生 産台 数は100万台 に も満 たず,輸 出は在 日米軍向
けを含 めて もわずか15万台程 度に過 ぎなか った。それがなぜ現 在のよ うな輝か
しい地位 を 占め るこ とが 出来 たのだろ うか。「日本人 は手先 が器 用だ。 カメラ
は 日本 に適 した産業だ。 日本は労働力が 豊富で賃金 も総体 的に安 い」等 々。 こ
れ らの理 由がすべて当たっていないわ けで はない し,単 に これ らの理 由だ.けで




労働力がなければ 日本 のカ.メラ産業の今 日の姿 はなか っただ ろう。
第二次 世界大戦 中,カ メラメー カーは高度 の技術 を使用 し光学兵器を生産 し
ていた ことによ り,戦 後の カメラ生産 に この技術がいか され,今 日の カメ.ラ産
業の隆盛 につ なが たごとも事 実で あ る。 しか しその理由だけでは輸出産業 とし
ての 日.本カメラ産業の今 日の発展 を説明 しきれない。
技術,機 械及び工場 が優秀 な 日本の カメラを生み出 した背 景には,日 本の カ
メラ産業発展のために一生懸命努力 し,成 果を具体的に築 き上 げてい った多 く
の人々が存在 した。 と りわけ輸出産業 と しての国際的評価 をか ち とる変遷 の過
程で は国際舞台での先駆者的役割 を果た し,ま た技 術水準 の向上や輸 出検査業
務 に陰の力 となった多 くの人 々の努力の積み重ねがあ.つたこ とに注 目 しなけれ
ばな らないD
本稿で は日本の カメラ産業.について カメラの渡来か ら戦前に至 る歴i史を検証
し,第 二次 世界人戦後再建 された1945年か ら1965年までの20年間 にお ける輸出
及び輸 出マー ケデ ィングの発展について述 べる。 この論文の 目的はマーケテ ィ
ングの観点か らカメラ産業の輸出発展 の各段 階におけるカメラメー カーのマー
ケテ ィング活動の特徴を明白にす るこ とにある。 さらに世界 最大 のカメ ラ消費
国で ある米国市場において,世 界最強 の輸 出国 ドイツを相手に競争 し,日 本が










な い 事 実 で あ る 。 以 下 詳 し く述 べ て い く。
〔D明 治以前:日本へのカメラ伝来
日本へ初めてカメラがオラ ンダ船 によ り渡来 したのは1840年で,タ ゲ レオタ
イプであ った。世界で最初 にカメラが作 られてか らわずか1年 後であ るのは,
驚 くべ き事実である。翌1849年には薩摩藩主島津斉彬が水戸の藩主徳川斉 昭に
この カメラについて手紙 を送付 してい ることか ら,日 本 はすで に写真術 の研究
を始 めていた ことがわかる。明治維新(1868年)より20年前,幕 末世情騒然 と
した時期であ ったが,長 崎を通 じて西洋文明が 日本へ活発 に流入 し始 めた時代
であ り,当 時の先駆者 と言われた人. は々西 欧 の科学技 術の吸収 に大 きな関心 を
もっていた。写真術が容易に受 け入れ られた のもこの素地があたか らで あると
考 え られ る。当然写真機は非常 に高価で あ り,藩 主 クラスか富豪 しか手 に入れ
る ことがで きず,一 般 の民 間人が写真 を学ぶ ことは不可能だ った。
文久二年(1862年)上野彦馬が長崎 に,ド 岡連枝が横浜 に 日.本で初めて写真
館 を開設 した。その後主 要都市 に写真館が開設され,.日本 人の写真師が誕生 し
た。
明治中期ユ890年代 になって乾板が出現す るまで写真術 はすべて湿板 であ り,
露出時間は晴天で速 くても6-7秒,曇 りでは40～50秒とか な.りの秒 数を必要
と し.たけれ ども,写 真館 だけで な く報 道 関係 で も使用 され,1869年(明治2
年)の 函 館戦争,1872年(明治5年)の 東京 ・横 浜 間の鉄道 開通式,ユ877年
(明治.10年)の西南戦争 の写真が現存 してい る。
写真術 が 日本に初めて伝来 してか ら明治維新 まで の約20年間では タゲ レオ タ
イプによる銀板写真機,タ ルボ ット法の紙 陰画写真機,ア ーチ ャーの発 明 した
湿板 写真 機の3系 統 のカメラに分類で きる。銀板写真 は1854年(安政4年)に
高木四郎 によって撮影 され た島津斉彬公 の もの(8×11cm)及 び.当時 日本 に
居住 していた外 国入によって撮影された ものが現存 し,紙 陰画写真 は島津斉彬










普及 しなか った。主 に使用されたのは1857年(安政4年)頃 渡来 した湿板写真
であ った。
湿板写真機 は,長 四角の木箱の前面 に レンズを取 り付 ける形式 と,暗 箱 に蛇
腹系 を使用 し組み立てる形式 の2種 類があ り,長 期間にわた りカメラの原形 と
なった。当時 カメラの感 光材料薬 品類 は輸入 に頼 っていたが,木 製暗箱や取枠
などは日本の指 し物 師によ り徐 々に製作 された㌔
② 明治,大 正時代の円本カメラ事情
1868年(:明治維新)か ら1884年(明治17年)頃 までは湿板 写真機 の時代であ
り,.一部国産暗箱 を使用する ものがあったが,写 真器材 はほ とん ど輸 入に依存
していた。 日本人 による写真材料専 門店 と してはユ87ユ年(明 治4年)東 京 日本
橋 に開業 した浅沼商店,1873年(明治6年)東 京麹町 に創業 して翌年 口.本橋 本
町に移転 した小西本店が二大先駆 者 としてあげられ る。彼 らはその後 目本写真
産業の.発達 に大 きな役割 を果 た してい る。
1885年(明治B年)頃 以 降,乾 板が出現す ると携帯 に便利 な.手提 げ暗箱への
需要が 高 ま り,フ ァインダーや シャッターを備 えた カメ ラが誕生 した。更 に
.田90年(明 治23年)に は,イ ース トマ ン社製 の ロー ル フィル ム を使 用 した
[No.1,K。dakCamera]が浅沼商店に よって輸.入され,ロ ール フィルムの 出
現が 日本で知られるようになった。 ロール フィルムが 日本で本格的に使用 され
始めたのは1901年(明治34年)以 降である。
1903年(明治36年)小西本店が アマチ ェア用 の国産手提げ暗箱第一号 とい う
べ き[チ ェ リー手提 げ暗函](名 刺 判5.4×8.3cm)を,翌年 に は同 じ名称 の
手札板を発売 した。 これ らは乾板使.用のボ ックスカメラで簡易低廉 な アマチュ
ア向け カメ うで ある。その後 日露戦争 による好景気 に支 えられて アマチ ュアの
カメ ラ熱が勃興 し,蛇 腹式 を加えて数々の手提 げ暗箱が造 られた。 ただ し初期
の手提 げ暗箱 は欧米製品の模倣が大部分で あった。






1909年(明治42年)に 小 西 本店 は 〔パー ル手提 げ暗面〕(8.3×10.94cm)
を発表 した。 これ は乾板 ロール フィルム兼用機 と して最初の もので ある。明治
の末期 頃になると海外の大勢は ロール.フィルムカメラに移行 し,小 型 カ メラの
流行の兆 しが見 えてきた。その背景 には化学産業技術の展開に よる機械生産 ・
コス トダウ ンの動 きがあ ったが,日 本 のカメ ラ産業 はまだその域 に達 していな
かった。
明治期を通観す ると,一 方 に営業写真館 の開設が相つ ぎ,他 方で は後期 に始
まるアマチ ュア写真熱 の勃興が見 られ,カ メラ生 産の面か らはボデ ィば国産化
が進んだ ものの,レ ンズ,シ ャ ッターはすべて海外か らの輸入 に依存 し,主 な
カメラメー カー としては小西本店一社で,し か も手工業 の規模で あった。
大正時代は 日本のカメ ラの黎 明期 とい える。1914年(大正3年)に は じまっ
た第一次世界 大戦 によって,ド イツだ けで な く西 欧諸 国か らの輸入が 困難 に
な った ことか ら,ま ず化学薬品の国産化が国策 と して奨励 された。写真業界で
もカメラ,レ ンズ,現 像薬 品の西欧か らの輸入が途絶 し,米 国か らの輸入で間
に合わせた。 しか しこの時期,日 本 の写真工業,光 学一1.業の 自主生産 を促 し,
大戦 中の好景気が カメラの需要を高 めた こともあ って,写 真 関係企業 の設立が
相次いだ。
1919年(大正8年 〉小西 本店 は各所 に散在 していた協力工場 を東京淀橋の六
桜社 に集 中 し,感 光材 料,カ メ ラ,各 種写真用製造の総合工場 として整備 を始
めた。1917年(大正6年)に は光学兵器 の製造 を主体 にした 日本光学機械が,
1919年(大正8年)に はメガ ネレンズと映写用 レンズ製作 の旭工学,顕 微鏡 を
生 産す る高千穂製作所(現 オ リンパス),写 真印画紙 を生産す る オ リエ ンタル
写真工業が設立 された。
大正時代の カメラは国産 カメ ラで は,乾 板用ハ ン ドカメラ(三 脚 を使用せず
手持 ちで撮れ るカメラ)が 全盛期を迎 え,数 多 くの機種が小 西六本店か ら発売
され た。大正末期 にな るとロールフ ィルム専用 のハ ン ドカメラ(「パー ル2号 」
.大正12年)も 発表 された。 ロールフ ィルムは乾板 に比べ,軽 く携帯 に便利,破
?
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損 しにくい,連 続撮影 に便利な どの多 くの利点が あるが,画 質面で若干劣 り,
価格が高 く,仕 上げ処理が厄介で,一 枚写 してす ぐ結果が見 られない等 の欠点
があ り,特 に値段が高い点で 日本では普及が遅れていた。 しか しこの フィルム
の使用 を促進 したのは,19ユ4年(大正3年)頃 か ら輸入 されは じめたイース ト
マ ンコダ ック社の 「ベス トポケ ッ トコダ ック」であ った。 このカメラは価格が
手 頃で携帯 に便利 とい うことで好評 を博 した。 これに影響 を受 け,大 正14年小
西六本店が,「 ベス トポケ ッ トコダ ック」 とコ ンテ ッサ ・ネ ッテル社 の 「ピコ
レッ ト」の長所を取 り入れたベス ト判 フィルム使用の全金属製 「パー レット」
を発表 してその後改良を重ね戦前 のベス トセラー機 とな った。
大正末期,第 一次世.界大戦後 ドイツ製 カメラが 日本市場 に殺到 した。当時 ド
イツの レンズとカメラは世界最 高 と評緬 され,日 本の カメラ店 には ドイツの一
流 メーカー製品がず ら りと並 んだ㌔
㈲ 昭和初期～第二世界大戦終戦
昭和 初期 の 日本経 済は1929年(昭和4年)の 世界恐慌 の波 に巻 き込 まれ,激
しい不 況に陥ったが,や がて1931年(昭和6年)の 満州事変の勃発 による軍需
景気によって脱出,カ メラの需要 も増大 した。昭和初期 の国産 カメラは,乾 板
又は乾板 ・ロー ルフィル ム兼 用のハ ン ドカメラが主流 であ り,そ れ までの手札
型(83×10.8cm)はネガサ イズが多か ったが,大 名刺 判(6,5×9.Ocm)に移
行 していた。 ロール フィルム機で は,ベ ス ト判(4.2×6.5cm)のパー レットが
好評を得て いた。 この時期 に,.一般 カメラ熱 を助長 した俗 に 「円 カメラ」(一
円で買 えるカメ ラ)と いわれた初心者用 カ メラが流行 した。
ドイツで は第一次世界大 戦後 カメラ産業 は好況 を続 けたが,大 正末期 にカメ
ラメー カーが乱立 して,生 産過剰 とな り過当競争 に陥 った結果5社 が合 同 した。
1926年カール ・ツ ァイスの提 唱によ り,イ カ,コ ンテ ッサ,ネ ッテル,ゲ ルツ,
エネルマ ンの有名な5社 が合同 してツ ァイス ・イコン社 が設立 され た。彼 らは
2)「日本カメラ..丁業史一日本写真機[業会30年の歩み」6-8ページ。
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過当競争 をや め,技 術 を結集 した結果 ロールフ ィルムカメラ 「イ コンタ」 を発
表 した。 ドイ ツが新技 術を使 った高性能 のカメラを発表 したので これに刺激 さ
れ て海外 メーカーは次 々と二眼 レフを発表 した。その当時 日本は ドイツか らの
カメ ラ輸 入量 は米国 に次 いで2位 で あった。
この よ うに昭和初期(1926年～34年頃まで)は,乾 板使 用 カ メラ,ロ ール
フィルムカメラが入 り乱 れて壮観 を呈 したが,い ずれに して もカメラの小型化,
商品化へ の傾向が大 き くうかがわれ,こ れが また カメラの大衆化 を促す もので.
あ った。
日本政府 の光学兵器国産化 の要請 によ り,各 日本 メー カーは研 究を進め,カ
メラの重要部 品の国産化 にと りくみ,日 本独 自のカ.メラの誕生を促 した。国産
レンズの開発 は,光 学 兵器国 産化 の要請 もあ って 日本光 学工業,小 西六本店
.〔〔1925年(大正10年)小 西本 店 を改組設立〕 の製造 部門であ る六桜社,オ リ
エ ンタル写真工業,高 千穂製作所,東 京光学機械,モ ルタ.合資会社,富 岡光学
研 究所,旭 光学合資会社,井.ヒ光学 な どで研究が進め られた。
国産 レンズ,シ ャッターは,.1931年(昭和6年)日 独写真機.商店が改組 され
たモル タ.合資会社(現 ミノルタ)が2枚 バネ式の0番 シャ ッター,リ デ ックス
(T.B.1.1/2,1/3,1/5,1/10,1/25,1〆50,1/100,1/200秒)の製造 に成功 し,小
西六本店 も1932年(昭和7年)に は 自社製 シ ャッターを同社 のカ メラに取 り付
けるよ うになった。翌年になる と,精 工舎がバ リオ型0番 のマ グナ シャッター
を開 発,1935年(昭和10年)に は ドイ ツ製 の コ ンパ ー そっ く りの セ イ コー
シャッターの生産 を開始 した3,。
この模倣 か ら始め るカメ ラ製造 は,こ うして次第に輸.入品の水準 に迫 ってい
き,ド イツ製 との価格差 もあ り,日 本製 カメラの国内販 売は急速 に伸 びた。第
二世界大戦が勃 発 し,カ メラメーカー も軍需産業へ転換 し,双 眼鏡 潜望鏡な
ど光学兵器のみの製造 に限 られ,新 製品製造はお こなわれず,国 内市場 には中






技術発展の基礎 が作 られ たのは疑いの ない ことである。
(407)73
戦 前の 日本のカ メラ産業の特徴
1。他 の先進 国に比べ産業 と して発展するのがお くれ た。
2.日 本 は世界で二番 目の カメ ラ輸 入国であった。
3.第 一次 世界大戦が 日本のカ.メラ産業 国産化の ターニ ングポイ ン トで あっ
た。
4.昭 和初期 にな って.一般 の人がカメラを買 うようにな りカメラ産業 の国内
市場が広が った。
5.戦 前 は日本の カ.メラは輸 出産業 になるまで には発展 していなか った。
当然輸出マー ケテ ィング活動 は全然 なか った。
III輸出産業 と して再建 されたカメラ産業
戦前の 日本はカメラ輸入国であ った。戦後 日本の カメラ産業の隆盛 はめざま
しい もので,戦 後わずか の間 に築 き上げ られた ものであ る。輸 出に関 しては戦
前においてはあま り見 るべ きものがなかった。一般的 に戦前高級 カメラは ドイ
ツ製品で あ り,日 本 カメラ業界は輸 入組み立てが主体であ ったり 日本製 力.メラ
が戦.後短期 間の うち に急 激に進歩 し,国 際市場 に進出で きるよ うになったのは
戦 時中光学兵器 の開発経験 によると ころが大 きい。戦時 中光学兵 器 の製造 に
よって鍛え られた精密工業 の技術 を,戦 後平和産業 に生か して光学機械生産に
当た ったため,つ いに世界 を驚嘆 させ る光学機械で あるカメラを海外に輸出す
るに至 った。終戦 による光学関係技術者 の輩 出は中小 カメうメーカーの乱立 を
もたら した。
第二次世界 大戦後1952年当時 のカメラメー カーを規模別に見 てい くと,光 学
.器械 器具.及び レンズ製造 業で は490社あ るなか で7社 をのぞいた483の企業 が
200人以下で,さ らに143社は3人 以下の零細 規模 であることがわか る。 この こ






従業.員数 事業所数 従業者数 製 造 品III}荷額
1甲.位:干円)
4～9人 144 914 306,817
光 10-19 116 1,545 682,254




具 50-99 12 788 348,407
蕾 lOO～199 7 1,083 509,887
響 200-499 7 4,108 2,881,077
蔓 500一.999 0 0 0
製 1,000人以.ヒ 1 X X
?
? .合 計 347 10,228 5,002,994
3人以下のもの 143 342 190,578
4-9人 106 684 225,513
? 10-19 73 975 440,422
お 20-29 34 822 443,182
昏 30～49 23 890 449,307
映 50～99 18 1,258 941,443
?
? 100～199 15 2,128 1,759,229
? 200～499 ユ5 4,927 4,671,749
器 500-999 2 2,825 2,745,824
?
? 1、000人以 上 1 X X
? 合 計 287 14,509 11,676,669
..一..一.
3人以下 96 228 50,703
出所=1953年「工業統計』
る)に よる ものであ る。 この当時,カ メ ラメーカーは技術革新 による専門的部
品のマスプロとアセンブル方式 な どが導入 されてお らず,か な りの細かい手作
業が不可 欠で あったので,中 小規模 のカ メラメー カーの存在が非常 に重要であ
り,戦 後の カメ ラ産業 の輸出 の発展 を 下か らささ え,発 展 の1つ の 原動 力に
なった。 しか もカメラ ・ブーム と国内生産 を.刺激 した。(表1)
更 に1953年のカメラ全 生産の95%を占める22社の調査 によ って,部 品,外 注
別で カメラの製造工程をみてい くと,素 材 を購入 しすべ ての工程 を自家工場で
「?
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こなず メー カーはない。部品の数が非常 に多 く外注,下 請けに依 存せ ざるをえ
ない。企業関連は複雑であった。外注 との関係 は生産量 および形式,仕 様の変
化 によって一定は していないが,カ メラメー カーは製造工程 のか な りの部分 で
外注,下 請 けに頼 っていた4)。したが って戦後 日本の カメラ産業の復興.及び発
展のためには,多 くの小規模,零 細規 模の カメラメーカーの存在 は必要不可欠
であった。(表2)
日本のカメラメーカー は輸 出市場で安易 に成功 したわ けではな く,政 府,組
合,カ メラメー カーが一体 とな って 目標達成 に全 力 をあげたか らであ る。特 に
輸 出が 開始当初 は多 くの困難 をかか え,各 カメラメーカーの計画 は政府の輸出
促進計画 目標達成に程遠 かった。 さらに輸出成功 のモデル として 日本の カメラ






とはで きない。あ る.見解で は 日本 政府が企 業を指導 して,さ らにカ メラメー
カー に対 して多額 の補助金 を与えた こと,あ るい は.L場労働 者の低賃金 と労働
者のモ ラールの良さをこの要因 にあげている。 さ らに日本が貿易障壁 で海外か
らの競争相手 を 日本市場か ら締め出 している ことや国内で高価格を不当に維持
し利益を稼 ぎだ し,そ の余剰金 を輸 出に振 り向け海外の競争相手を圧倒 してる
ことを要因 として上げ る学者 もいる。 日本人 は海外の製品を模倣 し盗作す る才
能があ り,欧 米が 開.発した商品 を改良 し欧米 のオ リジナル商品 よ りも機能的に
優れた製品を作 り上 げてることが要因 として一般 的に言われ,日 本の奇跡的な
発展 の説明が なされている。
しか し1945年～65年の カメラの輸 出市場での成功 は,上 記 の要 因だ けでは十
分には解 明され ない。さ らに分析 を してい く為 に,こ の20年間を(A)輸出市場
への参入以前 と(B)輸出市 場参入後 の輸 出マ ーケティング ・ミ ックスとに大 き
く二分 し,(A)と(B)とをさ らに細か く論述 してい く。
A.輸出市場への参入以前の活動
第二次世界 大戦後の国内.市場で の ミクロ,マ クロ環境 の発展 は 日本 カメラ産
業の基礎 を固め,1951年以降の輸出市場参入への大 きな助力 にな った。以下 に
日本カ メラ産業の輸出 市場 への参入 の準備段階であ る五945年か ら1953年まで に
ついて考察 してい く。
〔1)一般 的国内状況
戦後 のカメラ生産 は初期 においてはC・P・0(米 軍中央購 買局,後 の1・C・
E)の 買 い付 け によって漸増 しそ の後 朝鮮戦争 を契機 として,景 気 の好調 に
よって国内販売力 の伸張はいち じる しく,つ いに爆発的な までの増加 を示す に
至った。 光学器械 の中で手提げ カメ ラの生産増加 はけた はずれ に著 しく,1952
年にはつ いに戦 削の最 高を上回 り,し か もその後 の増加傾向は直線 的な上昇 を
見せ,1955年度 には100万個 を突破す るに至 った。戦後の最高生産 は1952年に






過 ぎず生 産量 もその最高時 〔1939年～41年)に おいて年 間約15万台 に過 ぎな
か った。戦後の カメラ生産は量的にいって も,近 代化 されたその内容か ら言 っ
て も.特別 な発展 をとげた。戦後初期 における需要 ぽ進駐軍関係者 による もので
戦時 中の貯蔵資材を使用 してC・P・0向 けに生産す るメーカーが ある反面,戦
前 のカメラを購入 し,修 理改装 をおこなって販売す る個人的な企業が数多 く存
在 した。 これ ら個人企業 は品不足 の中で高収入を納 め,そ の後完全な メー カー
になるものが多かった。 当時 において は需要が旺盛 に もかかわ らず国内市場 で
は購 買力が少なかったので安 い中古品あ るいは中小 メー カーの粗悪品が売れ,
一流 メー カーの新製品が売れ ない とい う奇妙な現象 を示 した。当時の状 況 は全
くの混乱期であ り,C・P・0向 けの生産で は消費者か らの情報が得 られなか っ
たので,ど の機種を生産すべ きか も不明の状態で,そ の後 の隆盛 は思い もよら
ない ことだ った。
「写真機 生産 の様相」一 国民経 済研 究協 会編 『写真機生産の様相』 の1947年
の記事 には,次 の ような カメ ラ産業 の実態が述べ られている。
「現在 の需要 を考察 す る と国産写真 機の市価 は10割課税 を加算 してセ ミ
パ ール(小 酋六製)級 で3,500円内外,キ ャノンカ.メラ級 で13,000円内外
とならざるを得 ないあ りさまであ るか ら…… 国内の市場 を失 ってい ると見
るべ きであ る。従 って現在お よび近い将来の写真機 工業 は輸出 と,課 税の
ない進駐軍関係 者の需 要 とを目標 とす る産業 へ性格が変わ ってい くと考え
られ る。……多数の国産写真機の 中,輸 出向け としていずれが よいか とい
うことは現在 では全 く未知 のようであ る。即 ち販売業者の話 を総合す ると
国内で進駐 軍関係者 によ く売れ るのはキ ャノンで あるのに反 し進駐軍将兵
が提行 して来た ものは画拡6×6cm級 の大型 の もの も多 く見受 ける状 態
であ る。そ して昭和22年第二四 半期 にGHQか ら輸入許.町された ものは画
拡6×6cmが300個,4.5×6cmが3,600個,2.4×3.6cm級が310個,その
他2,410個とい う状 態で必 ず しも画拡2.4×3.6cm級の小 型写真機 の需 要
が多い とい うこ とはで きず.ま た距離計 その他諸装置付 きの高級写真機 だ
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けが輸 出品 として絶対的だ とい うこともで きない ようであ る。」5〕
(2)日本の カメ ラ輸 出に対す るGI.1Qと政府 の方針
第二次世界大戦 直後 日本製 カメラは米国か らの食料輸入の見返 り物 資 として
進駐軍の納 入を義務づ けられた。.般 用 は出回らなか った。1948年GHQ指令
で カメラ産業 は次 のように規制 され た。
a.輸 出用だ けの生産許可
b.国 内向けは特需 に限 って許可
c.メ ー カーに割 り当て られ輸 出及 び国内特需が メー カーの生産能力あるい
は生産予定量 に達 しない場合はそれ に見合 うよ うに生産を縮小 する こと。
このように終戦直後 のカ メラ工業は輸出,特 需(米 国進駐軍向 け)の 産業 と
して再出発 した。 その後 間 もな く国内販売 も許可 され 自由販売が復活 して業界
は活況 を呈 し始めた,,輸出重点の政府方針 は継続 され,資 材の割 り当てを輸 出
実績 に照 らして決 められ,各 社 とも輸 出に力 を入れた。1949年1月には輸 出品
取締法の施行 規則が公布 され,写 真機,映 写機等の輸出機械 器具19品目の国営
検査が行われ るこ とになった。 同年 為替 レー トが ユ ドル360円に単一化 され資
材の割 り当て,貿 易金融 につ いての優遇処置が とられた。ユ952年と1953年の国
内不況によ り,政 府 はカメラ産業 を伸 ばす重要性を痛感 し,重 要輸 出産業 に指
定 した。 それ以降 日本は戦前 の カメ ラの輸.入国か ら輸出国へ と発展 し,世 界 を
制覇す る カメラ工業国へ と変革 してい った。
〔3〕国内ブームと輸 出へ の第 一歩
戦後 のカメラ産業 が輸 出向 け産業 と して再出発 してか らしぼら くの 問は,新
しく生産 された カメラのほ とんどが輸出または特需に向けられ,国 内市場 には
在庫品,中 古品のほか例外的 に少量の新品が供給 されるにとどま り,あ とは進
駐軍か らの横流 れ品が販売 され る程度であ ったが,1949年になると自由販売へ
の移行 ととも新 品 方メ ラが数多 く国内市場へ と出回 って くる。 しか し同年いわ
ゆる ドッジラインの実施 によ り国内では有効需要が減少 し,海 外市況の不振 に
5)『カメラ製造業の実態分析」11ページ。
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よる輸出の停滞 な どで産業部 門は過剰生産恐慌 の兆候が 出始 めていた。写真業
.界 もこの影響 を受 け,感 光材料 の値 崩 れ,カ メラの輸 出不振が問題 化 しつつ
あ った。
ユ950年に勃発 した朝鮮戦争は 日本経 済を活性化 し,カ メラ産業 も例外で はな
か った。朝鮮動乱によるカ.メラ産業への直接 的な効 果は国連軍大部隊の 日本及
び朝鮮への駐留 によるカメラ需要であ り,次 には国内景気の盛 り上 が りによる
内需の増大で ある。当時 日本の カメラ業界 を賑わ した話題の一つ に理研工学工
業(現 リコー)に よる二眼 レフがある。他 の機種が2万 円以上 であった のに,
このカメラは本体が5,800円,ケー スが1,500円とい う廉価 で,し か もよ く写 る
とい うことで好評 を博 し,プ レ ミアが付 いて売 られ るとい うブームを起 こ した。
その後195ユ年,152年と二眼 レフの新 製品が続.々と発 売 され,一 流 メー カーの
製品のみ ならず,い わゆ る四畳半 メーカー による粗悪 品が生 まれ,あ る時期に
はブラン ド名の頭文字が アルフ ァベ ットのAか らZま で二眼 レフだ けで揃 うと
言われ る程 であ った。当時 は二眼 レフだけで な くセ ミ判,6x6判 のスプ リン
グカメラ,16ミリカメラの分野 で も数多 くの新機種が現れ,カ メ ラブームを現
出 した。
国内のカメラ需要は堅調 を維持 し1953年には二眼 レフ,ス プ リングカメラが
中心 に活躍 した。1952年には新 しい時代の カメラの誕生をみた。旭光学の 「ア
サ ヒフ レックス1」 で,国 産 は初の35ミリ一眼 レフの登場 である。その後 日本
カメラ業界が..・眼 レフを中心 に飛躍 をとげつ いに世 界市場 を制覇 した。この1
号機 の誕 生が 日本 カメラ史 に歴史的な.・頁を飾 った瞬 間であ る。
B.輸出マーケティング ・ミックスとカメラ産業
輸 出市場で 日本の カメラメーカーの成功 した もう一つの要因は,マ ーケテ ィ
ングの4P活 動 〔製「冒1,価格,チ ャネル,プ ロモー ション〕 を うま く統合 した
こ とであ る。輸出市場浸透 の初期 の段階では最終顧客 にたい して,市 場 占拠価
格戦略,流 通の各段 階で は高マ「 ジン戦略を推 し進 めた。1951年頃米国市場で
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は,依 然 として 日本製 カメ ラにたい して安物の イメージがあ り,米 国デ ィス ト
リビュー ター は日本製 カメ ラを取 り扱お うとせず,日 本 カメ ラメーカーはまず
この問題 を克服 しなければな らなか った。
日本 カメラメー カー は,日 本市場 で も成 長 し海外 市場の経 験 を積 む に した
が って,海 外市場での競争す る手段 も変化 して きた。市場に出来るだけ広 い範
囲 に販売 す るため,輸 出チ ャネル面で は最 初の市場 目標,デ ィス トリビュー
ターの選択,現 地販売組織 戦略で徐 々に米国市場での流通範囲を拡大 していっ
た。それ らの戦略 のベ ースに消費者へ のサ ー ビスを最優先させ ることが,競 争
相手 に勝利す る最大 の要 因であ った。以下にさ らに詳 しく述べてい く。
(D輸 出市場の一般 的状況
朝鮮動乱 ぽ勃発後一年 に して停戦会談が開かれ,1953年に歴 史的 な休戦協定
で終わ った。競走欧米諸 国の軍拡景気 も下火 にな り日本 カメラの輸出 も減少気
味 になった。1951年か ら1953年のカメラブー ムの中で4畳 半 メーカーと呼ばれ
る零細 企業が 乱立 した けれ ども,こ の不 況で次 第に倒産す る企 業 の数 が多 く
なった。激 しい競 争で近代設備 と高度の技術 を持 った大手 の企業が強みを発揮
して来た。同年 カメラ産業 は政府か ら輸出重要産業に指定 された。.1954年に光
学機械工業会か ら写真機部 会が独立 し日本写真 機工業会が設立 された。 この工
業会は輸出振興を主な 口的 としてカ.メラ業界の体 質改善 を進 め,カ メラシ ョー,
フ ォ トキナなどでPR活 動 をお こなった。
日本写真機検査協 会 も発足 し,ユ954年8月か ら輸 出 カメ ラ全部 について検査
が 開始 された。検査 協会の発足 は,海 外か ら も歓迎 の 目を もってむか えられた
が,米 国を中心 にその発足 をPRす るた め,ポ ピュラー,フ ォ トプ ラフ ィー誌
には,検 査協会発足の大がか りな広告が掲載 された。 この頃か ら日本 のカメラ
の広告が,米 国主要輸入業者1M社 による共 同広告 と日本 カメ ラメーカーの特
集記事が ポピュラー,フ ォ トプラフィー誌,USカ メラ誌な どに相次 いで掲載
され,日 本 カ メラメー カーの米国へ の進 出に大 きな役割を果た した。'.
翌年か ら検査台数 は一 ヵ月で2万6千 個 にたっ した けれ ども,そ の半数がJ










資料;1世 界 の カメ ラ」93ペ ー ジ
CE(旧CPO,ジ ャパ ン ・セ ン トラル ・エ クスチェ ンジ)向 けであ った。
1956年には日本の カメラ産業は特 需産業か ら輸 出産業へ と急速に発展 した。輸
出検査量 を見 ると,輸 出量が急増 しただけで な くJCE向 げが激減 し輸 出向け
が増加 したこ とが明 らかである%(表3)
この輸 出量の急増の要因の一つ は,映 画用撮影 レ ンズが検査品 目に入 ったこ
とで ある。1956年には全検査 数個 数の半分 を占めた ことは8ミ リ関係 の上昇 を
示 してい る。 日本で検.査済みのカ メラが輸送 中の振 動で故障する事故が多か っ
たので,1957年4月 か らは振 動試 験 を加 えた。 検査 手 数料 はFOB価 格 の
9/1000であ った けれ ど,検 査数増加 に ともなう収入 をカ メラ業界 に還元す る
ことにな り,同 年 に4,5/1000に引き下げられ た%
.CPO向 け販売が好成績で 日本 型カメ ラはい ち早 く米国の消 費者に親 しまれ
るようになった。当時 日本は米 国の占領.Fであ り,日 本の輸 出に対 してGHQ
も協力的であ った。 日本 カメ ラが米国市場 に参入で きた もう一つの要因 に米国
の輸入業者や販 売業 者の大半がユ ダヤ人であ った ことが あげ られ る。 ドイツに
よる第二次世界大戦 でのユ ダヤ人虐待があ り,彼 らは ドイツに対す る本能的反
感 を抱 いてお り,ド イツ製 カメラに対抗 して進 出 し始 めた 日本型 カメラを好意
的 に輸 入 した と言われ ている。 これ らの理 由で,日 本製 カメラの最初の輸出先
は米国市場で あった。
1952年米 国市場での輸入 カメラのわずか8%が 日本型であ り,東 西 ドイツの
.卜分の.一にす ぎなか った。 当時米 国での 日本 製高級 カメラはライ フ,ポ ピュ
6)『 世 界 の 日本 カ メラ』46-47ペー ジ.
の 「世 界 の 日本 カ メ ラ」93-94ペー ジ 。
「82(416)第158巻 第4号
ラー フ ォトグラフ等 の.各紙 に紹介 された けれ ども米 国市場での 日本の シェアは




と 日本製品の方が1-2割 安 く十分 対抗 で きる力 を もっていたが,米 国内にお
ける販売網が確立 され てい なか ったので,品 質 と価格面で は勝 っていて も ドイ
ツ製品 に販売面では負 けていた。.
しか し日本のカメラメーカーは米国内での宣伝,市 場調査,サ ー ビス業務等
はほ とん ど盲 目状 態で あった。一方競争相手の ドイツは有力 メーカーの大半が
すで にニ ュー ヨー ク等 に自社 のサ ービスセ ンターを設 けて万全 を機 していた。
日本 は有力 メーカー(キ ャノ ン,日 本光学,ミ ノル タ)の3社 のみが現地に人
を派遣 していたけれ ども,市 場 との実際的接 触はほ とん ど外国商社 にまかされ
ていた。 日本の.輸出製 品に対す る米国での アフターケアー体制 はほ とん ど出来
てい なか った。故 障 した日本製 カメラはニ ュー ヨーク ・トレー ドセ ンターだけ
で な く日本大使館 にまで持 ち込 まれた。 日本 製品が米 国市場 に氾濫 し始 めてい
た けれ ども,日 本製品 の修理部品 どころか修理 マニュアルさえ用 意されていな
か った。 日本 の輸 出メーカーの多 くが中小規模で,こ の アフターケ アーの問題
を解決するだけの力が ともなわなか った。 そ こでユ955年に通産省 大臣に要請 し
.予算 の許 可 を得 て,ジ ェ トロ(日 本貿易振興 会一JETRO)は ニュー ヨー
ク ・トレー ドセンター に日本の カメラ ・サー ビス部門 を設置 した。 この目的 は
日本製カメラの展示,紹 介,宣 伝 ない し商取引の斡旋 を推 進す るとともに,修
理のアフ ターサービス活動を完壁 に実施 し,日 本製 カメラの認識 を高 め,カ メ
ラ輸出の振興 をはか ることであ った。 ニ ュー ヨー ク ・セ ンターの開設 と活動の
詳細 は次 に述べ る。
〔2)ニュー ヨーク ・セ ンターの開設 と活動




ラを米国に紹介 し,輸 出 を促 進す るためで あった。写真機工業 会は 日本貿易振
興会(ジ ェ トロ)と.協議 して,こ のサー ビスセ ンターを設置す る構想 を打 ち出
した。
このセ ンターの設立資金源はバナナ と競輪だ った。当時政府 は国営の競輪や
バナナ貿易 の収益金 を重要輸 出産業へ助成のために配分 してい た。 この資金 を
獲得す るほ どカメラ輸出の重 要性 は日本政府 に認 め られていた けれ ど も,こ の
セ ンターの船出は決:して容易 な形で達成 されたわけで な く,苦 労の連続であ っ
た。ニューヨー ク ・トレイ ドセ ンターの会議室 に開設 されたカメ ラ ・セ ンター
の最初 の業務 は,ジ ェ トロ側 との打 ち合わせ,す で に現地 に進 出 していた2～
3のカメラメーカーや 日本商 社担 当者 との会談,技 術 サー ビスの方針 と体制確
立,広 告やPR代 理店 との契約問題,現 地 の市場調査,カ メラシ ョーの準備等
である。 カメラセンターはゼ ロか らの出発だ ったので全員が毎 日12時間 ～14時
間働 き,カ メラ業界の輸出促進 のため.努力 した。最初 カメラセ ンターは ジェ ト
ロの一部門 として位置付 けられていた けれ ども,実 質的 にはジェ トロと併行 し
た独立機関 としてカメラ業界のために運営 された。
その まで商売敵で あった 日本の カメラメーカー各社 は米国市場への参.入にお
いて団結 が必 要で あると察知 し,カ メ ラセ ンターの運営の基本機関 として二つ
の コ ミテ ィーを設立 した。一つ はオペ レーシ ョンコ ミテ ィー,も う一つ はPR
コ ミテ ィーで,ジ ェ トロや 日本領事館,現 地 日本 カメ ラの代理店代表者 をほ と
んど集めて構成 され,早 速 カ メラシ ョーの準備やセ ンター としての テクニカル
サ ービ.スのや り方 が討議 された。 オペ レー シ ョンコ ミテ ィーの議長 は日本人,
PRコ ミテ ィーの議長 は 日本光学のデ ィス トリビュー ターを していた米国人に
決定 された。広 告業務 は米 国人 に,PR業 務 も米国の会社(ケ リー ネル ソン
社)に 依頼 し,技 術サ ー ビ.スは米国の修理業者を刺激す るので,修 理部品の確
保 と,各 カメラについ ての りペ アマニ ュアルを備 えることを決定 した。 これ ら
の決定 には十分現地 の情勢が考慮され既 に米 国に駐在 の日本 カメラ関係者 の意





「百聞は 一見 に…… と,小 秋元氏 は菅原氏 をさそって,着 任後,日 な らず して
ニ ュー ヨークの小売店調査 に飛 び出 していった。
ドイツ製のライカ,コ ンタックス,ロ ーライ等がわが もの顔 に幅 を きかせて
いる有名店頭か ら,丹 念に 日本製品を探 し,そ の表示価格 を.メモ してい く。 ウ
ィロ ビー,グ ラン ド ・セ ン トラルとい った有名店に も,ニ コ ンをは じめ,理 研
や ミノルタの カメラが ところ どころ並んでお り,マ イ クロとい う玩具 カメラも
あち らこちらで見受け られた。
思 わ濾安売 り店 にぶつか って,日 本 カメラの信用 のために冷や汗 を流 した り,
スピラー トン,イ ンターステー ッ ・フォ トとい った業者が扱 っていた アウ トサ
イダー ものの安か ろう悪かろ うに も,神 経 を とが らせた。 カメ ラ店頭で じっ く
り眺めて,手 帳に書 き込んでい る と,店 員 が"買 うのか"と 質問す る。"見て
いるだけだ"と 答え ると,日 本 の メーカーが,ド イツ製 品をマネす るため,ス
ケ ッチに来た もの とで も受 け とって,不 機嫌 な扱 いをされ るこ とも多い。 と当
時 のことを菅原氏 は語 ってい る。翌 この市場調 査が,日 本のカ メラメーカーに
流 され,米 国市場へ の輸出 に活用された。
輸出 市場 で 日本 のカメラ産業の足がか りはニュー ヨー ク ・セ ンターの活動 に
より早期 の成功 をみた。その…例 として 「世界 の 日本 カメラ」による と,第 二
回カメ ラシ ョウは大成功 し,15日間に3万6千 人の入場者を集めた。 第一 回の
8千 人に比べ5倍 近い飛躍で あ った。 この成功 は米国人に 日本製カメラを紹介
するのに非常 に有利 であ った。1956年まで に現地駐在員をおいていたのは日本
光学 と千代 田光学だ ったが キ ャノンカメラがニ ュー ヨー ク支店 開設 にの り出 し
た。今 まで は米国における輸入販売は ジ ャーデ ン ・マジ ソンにまかせ ていたが,
今後 は直接 実施 に切 り換 えるためだ った。 もう一つ の目的は市場 調査であ り,・
米国 に派遣 された6人 は米国各地で努力 した。当時は八州光学(現 京 セラ)や









王956年シカゴでデ ィーラーとデ ィス トリビュー ターの主催 の ショーが行 われ,
そ こで 日本型 力.メラは ドイ ツ製品 と同 じくらいの人気 を集めた。6,000名以 ト
のデ ィー ラー,デ ィ.ストリビュー ター と2,000名の コンシューマーが参加 し,
日本か らは ニコ ン,キ ャノ ン,コ ニ カ,リ コー,ミ ノル タが独 自のブース を
持 った。 その結果 は人気を とっただけで な く勉 強 にな った。例 えば当時の 日本
カメ ラは ブ ラン ドを外せ ば区別がつか ないほ ど,外 見 が似 てお り個性 的でな
か ったので,も っと独創 的な ものを造 って行かね ばな らない と実感 した。米国
内にまだエー ジェン トがない企業の製品 に対す る アフターサ ー ビス等が論点で
あった。当時米国駐在 の 日本領事 はカメラが 日本の輸 出産業 の花形 とな る夢を
語った。米国への輸出は一社で 百万 ドル輸 出す るのがや っ との状態であ り,日
本 のカメラを知 って もらうために羽織 り,バ カマでPRす る事 もあ った。
ニュー ヨー ク ・セ ンタ「の本来の]的 は市場調査で あったが,修 理サー ビス
が 中心 にな って しまった。組合 に加入 していない中小 メーカーの粗悪品をセ ン
ター宛のギ ャランテ ィー ・カー ドを付 けて輸 出 していたので故障品が沢山持 ち
込まれ,職.員はそ の修理 に追 われ た。 しか しこの ことが 日本 カメラの信用 をえ
た一つ の大 きな利点 にな った。
1956年ニュー ヨー ク市で 第10回のナシ ョナル ・フォ トグラフ ィック ・シ ョー
が 開催 され,ド イツや スイスのエージェ ン トも加 え,150社が参加 したが,日
本 カメラは人気 の中心だ った。 この シ ョーは 日本のニュー ヨーク ・.カメラセ ン
ターの企画だ ったので,入 場者 にこのセ ンターの存在 を認識 させ る最 も効 果的
なPRA動 にな った。
日本 カメラセ ンターは輸出 に大いに貢献 したが,.・方多 くの問題 も抱 えてい
た。 目的は市場調査であ るはずなのに,斡 旋業務 をおこなってい るのは間違い
で ある と言 う意見がでて きた。中小企業か らは業者 の割 り当て全 が高す ぎる と
い う不満 もあ った。セ ンターの業務 自体 は 日本 カメラの紹介 と輸 出拡大 に大成
功で あった。セ ≧ターに持ち込まれるカメラの 中にはアウ トサイ ダーの製 品や,
倒 産 したメーカーの カメラや フラ ッシュガ ンに対す るクレームが特 に多か った。
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当時 ニューヨークに修 理所 を持 っていた ニコ ン,キ ャノン,ミ ノル タ,ヤ シカ
等 は各社 の修理所 に回 したので 問題 はなか った けれ ども,旧 型や倒産 メー カー
の製品で部 品入手不 ロ∫能の もの もあ った。 も う一つ の問題 は 日本製 力.メラを
扱 っている米 国の小売商や 卸売商が顧客か ら修理費を取 り,無 料で セ ンターに
修理 させ た。 日本 メー カーの中にはセ ンター を商取 引の場所や荷物の送 り先に
使用す るす るもの もいた。輸送 中に故障 した カメラまで駐在員が出張 し調整す
・るな ど,セ ンターの関係者 は米 国で の日本 カメラの発展 のため に非常な努力を
かさねていた。
修理サー ビスと並んでセ ンターの 日常業務 を多忙 にしたのは,多 い ときは1
日60人を越す来訪者の質問への対応 であ った。彼 らの質問は 日本 カメラの競争
相手である ドイツ製 カメラと.の比較 であった。 ニコン,キ ャノンを手 に とり,
ドイツのライカ,コ ンタ ックス と機 能的に どれだ けの差 異が あ り,高 性能が期
待出:来るか という疑惑的な質問な らまだ しも,二 眼 レフな どは最初か らロー レ
ライの類似品 を紹介 して くれ と,日 本型 カメラを全 くの ドイツ品 の模倣的製品
と見な して くるもの も相当見受 け られた。 この ような困難 な状況 の中で 日本 カ
メ ラを米 国で認識 させ る努力 を重ね てきた ことが,米 国市場で の輸出拡大の大
きな要因であ った と考 える㌔
(3)輸出市場におけ るデ ィス トリビュー シ ョン ・システム
1960年初期 カメラは,ほ ぼ電気製品 と同様,米 国.市場 においてのデ ィス トリ
ビューシ ョン ・システムを もっていた。 日本の カメラメーカーは ニュー ヨー ク
の支店や現地法人を設 け,ニ ュー ヨークのデ ィス トリビュー ターが ダラスおよ
びア トランタの支店を通 じデ ィーラー にコンタク トす る もの と,ニ ュー ヨーク
のソール ・デ ィ琴 トリピュー ターが南部の ローカル ・デ ィス トリビュー ターに
販売す る場合,お よび 日本側 メーカーの現地法 人が,デ ィー ラー に直接販 売す
るものとの3つ の場 合が ある6ど ちらの場 合 もダラスや ア トラ ンタもし くは両
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第4表 カ メ ラの デ ィス トリビ ュー シ ョ ン ・シス テ ム
日系 メ ー カ ー支 店 デ ィス トリビ ュ ー ター 支店倉庫 デ ィ ー ラ ー











(ニ ュ ー ヨ ー ク)
デ ィー ラ ー
(南部)
日系 メ ー カ ー支 店 デ ィス トリ ビュ ー タ ー
ロ ー カ ル
デ ィ ス ト リ
ビ ュ ー タ ー
デ ィ ー ラ ー
出所:日 本貿易振興会r海 外市場11963年11月
は両市 に日本技 術者を常置 し,ア フ ターサー ビス及びセールスプロモー シ ョン
に当た っていた。(表4)
全般的 にい って,南 部で は米国製 カメラおよび ドイツ製 高級 カメラの地盤 が
強 く,日 本型 カメラの保有率 は北部地区に比 してか な り低 く,口 才側 としては
PR不 足が指摘 され るところであ る。
また,カ メラ所持層 の間で 中級 カメラ以下の カメラの所持率 が高 いことも,
ニ ュー ヨーク等の北部 と異 な り対照的で南部 カメ ラ市 場の特徴 とい える。
日本製 カメラの中で はチェー ン ・ス トアー(シ アーズ ・ローバ ック)のPB
製品は別 として,ヤ シカの ブラン ドの知名度が高 く,ニ ューヨー クのデ ィス ト
リビュー ターのエ ー レンライヒ社を経 由するニコ ン,米 国の製造業者ベル ・ア
ン ド・ベス ト社の チ ャネルを利 用するキ ャノ ン社が,.高級品市場で フランチ ャ
イズ ド・デ ィーラーを中心にデ ィー ラL網 を作 りしだいに販路 を固めてお り,
ミノルタ,オ リンパス,リ コー,ア サ ヒ光学等の ブラン ドが追 ってい る。
米国市場で 日本製1ド1を取 り扱 う卸売 ・小売網 を形成す る現地人業者 は,そ の
かな りの部分がユ ダヤ系米 国人であ る。デ ィス トリビュー ター段 階の業者 につ
いては90%以上で あると見 られてい る。 ニコ ンの販売網 とな ったエー レンライ
ヒ社(エ ー レンライヒ ・フォ.ト・オブ ・チカル ・インダス トリーズ社)の 創設
者で あるジ ョセブ ・エー レンライ ヒ(1973年没)も 例外で はなか った。
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戦後,日 本 カメラ製品の輸入が急速 に伸 びつつあ った時代 から,ユ ダヤ系の
写真 製品を扱 うデ ィス トリビュー ターの活動が活発化 し,日 本 製品の普及 に大
きな力 とな った こ とは,前 述 したが,中 で もポ ンダー ・ア ン ド ・ベ ス ト社
(PONDER&BEST)は,同 社 の独 特 なマー ケティ ン.グ手法 に よ り,低 価販
売戦略 とあい まって米 国消費者 に圧倒的な人気を博 した。販売 したカメラ,交
換 レンズ,フ ラ ッシュ器具の ほとん どが 日本製OEM製1¥¥111?ﾅ?｠ﾁ?ｽ?B?坙 {?J?
＜宴＝[?Jー(?I?潟塔 pス,?}?~ヤ,?y?gリ)?ﾌ?S?ﾄ?纓搏 X?煌? ?ｵ?ｽ?
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幽 技術革新 による製品の改 良 と多様化
戦前 日本は米国 に次 ぐカメラ輸 入国で あった。 日本人は特 にカメ ラに興味を
もち,国 内需 要が相 当あ った と考 え られ る。 カメ ラは3つ の部分,レ ンズ,
シャ ッター とボデ ィーに分 けられ る。 レンズは第.・次世界人戦で輸 入が困難に
なった。 日本政府 の要請 によ り日本光学,小 西六本店 をは じめ多 くのメーカー
が研 究を始 め,1925年初めて 日本で レンズを製造 した。 シャ ッターは最初 ドイ
ツ,ス ウェーデ ンか らの輸入製 品が主であ った。 シャ ッター1個 当 た り250～
300ケに ものぼる小 さな部品が精密機械 によって組 み立て られ,複 雑 な工程で
製造 され た。 国産 カメラは レン.ズの点で は国際的 に優れていたが,シ ャッター
は立ち遅れて いた。1950年代 カ メラの全 部品 は高級 な もので600以上 にの ぼっ
た。組立 は旋盤加工,プ レ.ス加工 な どによって処理 された。カメラボデ ィーは
ダイカス トが多 く,仕 上 げ,鍍 金,塗 装,巻 き取 り及び巻 き戻 しノ ッブ,レ ン
ズ面ヘ リコイ ド組立,フ ィルム送 りスプロケ ッ ト,裏 蓋 フィルム,圧 板取 り付
け等の工程 を経 て,レ γズ,シ ャッター,距 離計 な どが取 り付 けられ,革 張 り
等 で仕.ヒげ られ た。 ボデ ィーは主に 日本国内で生産 され た。時代 が進み,西 欧
技術が取 り入れ られ るに従 って部 品の数が少 な くな り原料 を新 しく開発され て
コス トも下が ってい った。
製品の改良 と多様 化ぽ 日本 カメラメーカーの輸出市場浸透 のた めの最 も重要
な戦略で あった。製品 の能力 を高 め機能を拡大 し故障率 を下 げ,保 証期 間を延
長 し,サ ー ビス を強化 した。カ.メラ.メー カ ーによ る製品の継続的 な改良 と多様
化は輸出市場で競争相手 よ りも速 く成功 に到達 した。特 に 日本 カメ ラメーカー
が製品の性 能,機 構 スタイル,特 徴,品 質な ど.連 の改良を成 し遂 げた能力 は
際立 っていた。
日本 カメラ産業の製品の技術革新 は,輸 出促進 に目立 った貢献 を した。最.初
の段 階で 日本 カメラは ドイツと米 国の模倣 と言われたが,日 本 のカメラ製造技
術 は輸 出市場の厳 しい環境 と国内市場で数多 くの メー カーの競争の二つの要因
によ り革新 され,日 本製品 も競争相手 の製品 よ りも優れ た機能,ス タイル,品
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質 をもつ ようにな った。政府,写 真機工業会が カメラ産業の発展へ力を合わせ
協力 し,製 品の革新 を推進 した。
1954年以前に も製品の技術革新 の例 として,日 本光学工業は1947年フォーカ
ルプ レインシャッターの主 軸にラジアルボールベア リングを軸受 けとして使用,
一軸式 シャ7タ ー ダイアルの考案,基 線長60mm高 性能距離計 を装 備 した世
界の カメラ史上で も画期的 な新 鋭機 「ニ コン1型 」があ り,旭.光学は初の35ミ
リ一眼 レフとして1952年に 「アサ ヒフレ ックス1型 」があげ られ る。その技術
革新 による製品改 良をベースに日本の カメラメー カーはたゆみない研 究の結果,
独自の製 品を開発 し,よ り強い競争力 を発揮 し,輸 出市場で の優位な地位を確
保 した。
一例をあげると,キ ャノンは1956年ユ0月すで に一眼距離計連動,ダ イヤ ル式
ロー シャッター,ネ ジ式 レンズマ ウン ト等 の新機構 を取 り入れた新型 「S皿」
を発 表 した。 レンズは 「セ レナー5cmF3.5,5cmF2」の他 に距離計 とは非連
動式 の初 の交換 レンズ 「13.5cmF4」が誕生 し,こ こにカメラと レンズの・.一貫
生産 システムが整 った。1959年G型の一眼距離計連動式 ファイ ン.ダー に視野倍
率を3段 階で変 えることが で きる機能 を加 えカ.メラのボデ ィーをダイキャス ト
化 した 「且B型 」 を発表 した。
次 に国産 初 の高速 シャ ッター スピー ド1/1000秒を組 み込 んだ 「皿型」 を
1951年2月に,同 年4月 にはコー ドレスの レー ル直結式 によるフラ ッシュ同調
装置 を備 えた 「IV型」 を発売 した。 また スピー ドライ トの同調用X接 点を内蔵
した 「IVSb型」 を翌年12月ユ954年3月にな るとシャ ッタース ピー ド値を倍数
系列 化 し,接 眼 窓の拡大化 等 「1VSb型」に大幅改 良 を加 えた 「】VSb改良
型」が発売 になった。
一方生産技術の面では1957年機械加 工:及び表面処 理の各工程が導入 されベル
トコ ンベ アーシステムが組 立工程 に も設置 され,高 級35ミリカメラ としては初
のマスプロ方式への試みがお こなわれた。 この時点では ドイツや米国では この







.スプロ方式によって,コ ス トダウンがはか られ,価 格面での輸出競争 力が増加
した。
キ ャノンは製品の多様化 によ り成功 を収めた。基本 モデルに種 々の特徴 を持
たせた タイプを数 多 く売 り込み,新 製品が市 場に出され た ときには即 に次 の製
品が出番を待 っていた。 この市場浸透方法は多 くの日本企業の典型で あ った。
その方法 によって米国市場での競争者で ある ドィッ製品 よ りも流通経路や売 り
場,小 売店 を確保す るのが有利 にな った。
日本 カメラメーカーが このように速 く次々に新製 品を開発 してい った理 由は,
輸出を伸 ばす ためばか りで な く,ド イツ製品の模倣 と言われていた悪 い評判 を
除去 し,他 の製 品の差 別化 をするため と考 える。製 品の改良 と発展 は特定 の
メー カーだけでな く,政 府 と組合の援助で カメラメー カーが共同研 究を始 め,
これを速 く達成 した。
最初 日本製カメ ラは ドイツ製 カメラの模倣 と見 なされ,品 質の低 さが問題で
あった。 このことを克服す るため,1958年に 日本機械 デザ インセ ンター と光学
工業研究組合が発 足 し,日 本独 自のデザ イ ンを作 る努力 を した。.デザ イ ンセ ン
ターは輸出品のデザ インを法的 に設定 し,保 護す ることを 目的 とした。1954年
頃か ら日本カメ ラ工業会で は共同研究 によって技術 を高め ようと計画 した。英
国では半官半民 の研究施設があ り.日 本で も政府 に援助を要請 し通産省 はアラ
カニ ア製万能 レンズ性能試験機 の研究所 を設置 した。1961年には任意 団体 と し
て カメラ技術研究組合が設立され た。 レンズ研磨法,レ ンズのや け防 止法,生
体眼の光学特性 の研 究,レ ースポ ンス函数測定機,EE試 験機 フ レア測定機
等の試作,さ らにコ ンピュー ターの導 入 による レンズ 自動設 計法,ホ ログラ
フィー技術 の開発等が共同研 究 として行われ,そ の成果 は海外か らも高 く評価
された。製 品の性能,機 能,デ ザ イン,品 質 などに一連の改良を成 し遂 げた能
力は際立 っていた。商品的性格 として カメラは趣味嗜好の強い もので あるか ら,
当然製品が多様で あるが,一 方製品の多様性 は,経 済的な面か ら考える と多 く
の問題を持 ってい た。
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形式お よび仕業 が極 めて細分化 され,過 度の多様性 を帯び ることにな った。
日本型 カメラのモデルチェ ンジが余 りにも頻繁過 ぎ,カ メ ラのモ デ,レやブ ラン
ドが 多す ぎたので対処 す る.のが難 しい とAPIDが 言 う程で あった。 しか しな
が ら日本 カメラ産業の米 国市場で の輸出の成功 は疑 い無 く製品の改良 と製品の
多様化 によって もた らされ た ものと考え る。
第二次 世界 大戦 で 日本 は国富の4分 の1を 損失 した。その後 日本経済は奇跡
的な復興 を遂げた。カメラ産業 も大戦後か らい くつかの困難 を乗 り越えて発展
してきた。第 皿(A)述べ た1945年か ら1953年の戦後9年 間は 日本 カメラ産業の
再建のた めの準 備期 間であ り,輸 出のマー ケテ ィング面 で は消 極的輸 出段 階
(PassiveExportstage)であ った。第二次世界大戦か ら10年目の1954年以降 日
本カメ ラ産業 の輸出 はこの消極 的段 階か ら離 陸 し始めた、マーケテ ィング面で
は積極 的輸 出段 階(ActiveExportstage)と呼ばれ る段 階にはい った。 この積
極的輸出段階 はさらに3段 階に分 け られ る。(詳細 はV節 に述べ る)
1954年か ら65年までの12年間 は生産 は826千台か ら3,732千台 と4.5倍,国内
出荷 は626千台か ら2,018千台 と3.2倍で あるの に射 して,輸 出 は161千台か ら
1,619千台 と10倍の増加 を している。戦前 のスチルカメラの生産の最高が218千
台(1940年〉であ り,日 本が カメラの輸入国であた ことを考 える と,著 しい発
展 とい える。1964年には輸 出で 日本 は ドイツを抜 いて世 界一 になった。 カメラ
の生産 は1962年に金額 ・数量 ともドイツ.を追い越 し米 国に次 ぐ世界で第2番 目
のカメラ工業国にな った。(表5)
日本 カメラメー カーは相互 に協力 し政府の援助 を受 け,直 面す る困難な外部
要因にたい して持 て る資源 と能力 を発揮 し最適 なマーケテ ィング戦略 によ り,
1954年か らの12年間で輸 出市 場で の大 飛躍 を成 し遂 げ た。 この大飛躍 は輸出
マーケティングの発 展によるこ とは,こ の章で述べ た とうりであ る。 口本 カメ
ラ産業がマー ケテ ィング ・ミックスの4Y(価 格,製 品,販 促,チ ャネル)を
最適 に統合力 し発展させた努力 によって達成 された と考 える。
」
?
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第5表1949年 ～1965年の スチ ル カ メ ラの 生 産 ・国 内 出荷 ・輸 出の 推 移




































































出所:日 本 写 真 機 工 業 会 統 計,下 段(
成







掲げていた。具体的手段 としては,部 品のユニ ット生産体制の確立とこれを基
盤とするアセンブル生産方式の普及が奨励されていた。専門的な部品のマスプ
ロとそのアセンブル方式による完成品製品方式でコス トの引き下げ,合理化,






























して海外情報宣伝,駐 留 軍調達,市 場調査,広 告宣伝の四つ の部 門がつ くられ
た。 この ほか に写 真機性 能比較試験委 員会 があ り,ユ954年10月か ら2年 にわ
た って通産省か ら助 成金 を得 て,ド イツ,米 国製の代表 的な機種約30台につい
て単に一般的な観点から商 品としての品質 を試験す るだけで な く,性 能,機 能
耐久性,構 造及び材料等 について,製 造者の立場か ら徹底的 な調査 を実施 した。.
この ことは最 も成功 した共同研 究の事例で あ り,以 後の 日本の カメラ技術 の発
展 に寄与 した点 は高 く評価される。
個人企業,業 界 の努力そ して政府の努力 もあったが,輸 出拡大へ の道 には他
国の製 品 との競争 だけで な く,ダ ンピ ング問題,模 倣 問題 等が あ り困難が多
か った。 どのよ うに して 日本 カメラ業界が これ らの問題 を克服 したか は次第 に
述べる。
前述 のよ うに米国 は日.本製 カメラの輸 出先 として最大の市場で あった。 しか
し米 国市場で も既 に市場 を確保 している ドイツ製 カメラとの激 しい競争や米国
側が 日本製 カメラの ダンピングを警戒す る運動 な どがあ り,道 は決 して容易な
もので なか った。
米国製品はボ ックスカメラを主流 としていた。米国 の消費者はボ ックスカメ
ラ以外 の機種 につい ては米国製 よ りも ドイ ツ,日 本か らの輸入製品を主に購 入
していた。
米 国市場での 日本の競 争相手 は もっぱ ら ドイツ製品であ り,ド イツは 日本型.
品に対 してかな り以前 か ら神経 質になっていた。1956年ミノル タ ・カメラが使
用 していた シチ.ズンシャ ッターが ドイツの プロン トシャ ッターのパ テン トに触
れ るとの抗議 が,ミ ノル タ ・カメラを輸出 している兼松 ニ ュー ヨーク支店 にた
い してなさ.れた。幸 い顧問弁護士の努力によ り,大 きな事件 にならず解決 した.
が,ド イツ側 の 日本製品 に対す る態度の 端 をのぞかせ た事件であ った。
その後 ドイツ側 は各種の シ ョーやPRを 通 じて 日本製品 との差別化戦略を展
開 し続 けた。 ドイツは日本製 カメラは ドイツ製舳のイ ミテーシ ョンである とい
う印象 を米国市場 に広め ることに成功 した。 日本側 のほとん どの メー カーはそ
一96(430)第158巻 第4号
れを否定 する積極的 な行動 をしなか ったために,こ の評価 はその後何 年間は米
国市 場に定着 していた。 ドイツ側 は米 国市場で のカメラを含めた 自国の輸 出で
の優位 的地位 を確立す るために,米 国議 会筋 にロ ビス トを設けて アンチ ・ダ ン
ピングの動 きに対応す るな ど,か な り巧妙 な輸出保護策を講 じた。 これ に対 し
て,日 本側 は,ユ ドル ・ブラウス,洋 食器や 各種雑 貨な どダンピング問題が表
面化 してしまってか ら,あ わ てて後手後手の対 策を講 じていた。幸い カメラ業
界はこのような事 態には至 らなか った。
1954年6月米国の ロイター電 に 「米国写真業者が 米国商務省 に対 し,日 独 と
の競争か らの保護処置 を要請 した。」 との報道が あった。当 時カメ ラ輸出は頭
打 ち現象 を打破す るため努 力 していたので,こ のニ ュースは重大 な意味 を日独
両国に与 えた。 このニ ュー スの内容 を具体的 に述べ ると,米 国国 内の写真機製
造 ・販売業者 は米国政府 に対 して 「外国業者 による特 許権侵害か ら米国産業を
保 護す るた めの処.置を検討 して ほ しい。」 との要請 を した。 あ る有 力業 者は
「戦時 において重要産業で あるカメラ業界は外 国製品に侵食 され,米 国の安全
に とって重大 な問題であ る。」.と述 べてい る。他の業者 も 「低賃 金の諸国か ら
.の輸 人品が 当産業 に深 刻な影響 を与 えてい る。」 と主張 した。 この報道 か ら当
時 日本製の雑貨,綿 製 品,洋 食器等 に対 して起 こってい るア ンチ ・ダンピング
の空気が カメ ラ関係製品 に も波及 して きてる ことを.予測で きた。 しか しこのア
ンチ ・ダンピングに対 して反対の有力業者 も存在 した。 この問題は この時点で
は これ以上大 きく発展せず終 わ ったが,日 本製 カメラの対米輸出に対 する一つ
の重大 な警鐘で あった。
当時米 国市場で はダンピング問題 に とりわ け神経過敏にな っていた。 ダ ンピ
ング問題 に対 し日本の カメラ業界が どのよ うな対策 をとったかを示す例 を次 に
述べ る。 ニューヨー クの有名 カメラ店の..一つ ピアレスカメラ商会が ニューヨー
クタイムズ紙 の広告で,35ドル95セン トのヤ シカフレ ックスA型 に21ドル95セ
ン トの特別価格を付 けた ことに対 し,ヤ シカは ピァ レスを州 裁判所 に告発 した。







も不公正 な行為 を した場合 は断固告発 す る意気込みであ った。ユ957年日本 写真
機.1:業会は 「海外 市場 に淘 げる公 正かつ有利 な取引 の確保に対す る協 力要請」
を各メーカー,商 社 に呼 びか けた。 内容 は海外商社 の選定や取引契約締結 には
一層慎重 を期 して ほ しい趣 旨で,容 易 な値 ドげが米国内の アンチ ・ダンピング
気運 を刺激す ること.を警告 していた。
日本 カメラ業.界は このよ うな警告 を真剣 に受 け止め対 処 したので大問題 にな
らなか った。 また事件 を未然 に防 ぐ有効 な対策 によ り,日 本 カメラは米国市場
で の安定 した地位 を確立 した。
米 国市場で の日本製 カメラの成功 の要因 はマ クロ レベ ルで見 る と,次 の通 り
で あ った。1957年3月か らワシ ン トンで開催された国際写真展示会(シ ョー)
を成功 させ るため に現地 の力 を総動員 して準備が着々 と進め られ た。 日本側 は
ユヵ月前か ら新 聞,テ レビ等へのPRを 開始 した。 この展示 会は国際的 カメラ
のシ ョーで あ り,出 品 メー カー,デ ィス トリビュー ター等 は各 国か ら計250社
が参加 し,米 国市場 に急激 に進出 してい く日本 カメラと防戦す る ドイツカメラ
との大決戦の意義 を強 く持 っていた、
この時の ドイツ側 の戦略は米国の議 会筋にロ ビイス トを使 って輸入制限や関
税障害の動 きに備 える とともに,新 しくニ ュー ヨークに事務所 を開設 し,米 国
へ の ドイツカメラ ドイツカメ ラ輸 入額 の1%を プー ルし,本 職のPRマ ンに10
万 ドルを委託 し思 うよ うにや らせるな ど積極 的であ った。 しか も日本 メーカー
が このシ ョーで集中的に力を発揮 させ ない ように,日 本側め ブースを分散 させ
るよ うに強 く働 きか けた と伝 えられている。 この シ ョーへの 日本 メーカーか ら
の参加 は.17社に達 し,披 露された 日本製の新製品の主な ものは35ミリカメラで
は,キ ャノンLI,ミ ノル タスーパーA,ニ コンS2E(モ ー ターラ.イブ式),
撮影機ではキ ャノン8が あ り,そ の他 には小 西六か らコニカ航空 カメラが出品
された。 これに対 し,ド イツや米国側 は35ミリカメ ラで はコ ンタフ レックス皿,
W型,ラ イ カ皿G型,ロ ーライフレ ックス4×4な どが メイ ンで出展 された。
カメラセ ンターは1957年頃に最盛期 を迎えた。所長 は三代 目の三井氏 が就任
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していた。 日本 カメラの輸出が急速 に伸 びて,米 国市場だけでな く欧州 その他
にも進出 しは じめた。 センターの予算 は3,000万円,.政府 の補助金 は1,500万円
とな り,輸 出の増加 によ って カメ ラ業 界 に力 がつ き補助金 が分担金 の半分 に
なった。
1957年8月初めて 日本 の対米輸出額(月 度)が ドイツを上回 ったが,一 時的
な もので,ド イツの必死 の巻 き返 しがあ り,そ の後 日独 のシー ンゲームが展 開
され た。1961年か ら日本の輸 出額が ドイツを上 回 り続 けるようになったLD。
1957年7月1957年 琴..旦
西 ドイツ924,000ド ル558,788ド ル
日 本596,000ド ル590、149ド ル
日本製品は米国市場で ア ンチ ・ダンピング活動や ドイツの競争 において積極
的に取 り組 んだが,模 倣 問題 は依然 として残 っていた。 ドイツ側 か ら持 ち上
が った模倣問題の一つ は次 の通 りであ る。
ヤシカ4×4二 眼 レフの色彩が ドイツの ロー ライ4×4を 模倣 した との抗議
がだ された。 ロー ライ4×4は ベ ス ト判 フィルムを使用す る4x4二 眼 レフで,
米 国市場で非常な好評 を得 ていた。 ヤシカの製品は黒,白,青,赤 などの ツー
トンカ ラーのモデルを もったカラフル機種で,し か も価格 はローライの半分以
ドで販 売 された。当然売れ行 きが好調 であ った。「ヤシカ4x4は ロー ライ4
×4の 色 彩 を模倣 してい る。 これ は不公平 な競 争であ る。」 との告訴 がなされ
た。 カメラは レンズ とシャ ッターのための暗箱 による構造 なので どこまでが独
創 で どこまでが模倣であるか とい う限界 ははつ りしない。 このため この種の模
倣への抗議 は政治的決着で しか結論 が出せ ない場合が多い。 ロー ライはデザ イ
ンよ りも見 た日で はっき り分か る色彩 を抗議 の対象 にしたのだろ う。ヤシカ側
はこの抗議 を断固突 っぱね る態度にでた。この論争 は長期間継 続 し,日 本,水
国,ド イツの新 聞に報道 された。その結 果ヤシカの名前が世.界中にPRさ れ,







さげた。 しが しなが ら日本製 カメラが ドイツ製品等 をまねた ものだ とい う印象
をす べて清算 をす ることはで きなか った。
日本 カメラ輸出市場 については,米 国市場の比率が年々上昇 していった。そ
の比率 は全輸 出量 に対 して,195/'1=16.2%,55年30.8%,56年40.2%,57年
56.6%の増加 を示 している。
国内市場 ではカメ ラ生産の最大の国である ドイツか らの輸入が年々減少 し,
逆 に日本製 カメラが ドイツへ輸出 され.るよ うになった。 日本 カメラ産業の成長







この著 しい発展の要因は,日 本のカ.メラ産業が〔1〕工作機械等の設備 への強力
な投資意欲 を もち,〔:2:}厳格な輸出検査や1958年か ら新 し く写真機1:業会内に設
け られ た意匠,価 格両委.員会による厳重 なチェ ック処置 などによる もの と考 え
る。
この よ うな 日本 カメラ業界 の努力 によ り,日 本製 カメラの品質が向上 し,価
格面で も安 く,ア フターサー ビス面で も充実 して きたので,米 国市場での 人気
が上が り,日 本側のPRキ ャンペ ーンも功 を奏 し日本製 カメラの地位 は確固た
る もの にな った。米国市場で も日本の 方メラメー カー と取引 してい る米国の業
者団体が団結 して 日本製カメラの対米輸出振 興 と取 引の改善 を積極的 に進めよ
うとす る動 きが起 こった。 日本光学のデ ィス トリビュー ターであ るエー レンラ
イヒ氏を中心に十数 の業 者がAVIDと い う機 関を設 け,1.958年半ば頃か ら,




な く 「日本製 カメ ラその他 を扱 う米国の輸入業者や配給業者が 当面す る最 も重
要な問題 は.何か」 とい う調査 を し,そ の結果を発表 した。共通 した指摘 を重要
度順 にならべ ると次 の通 りで ある。
a.日 本製 カメラはモデルチ ェンジが余 りに も頻繁過 ぎる。またカメラのモ
デルや ブラン ドが混乱 を来す ことが非常に多い。機種 の生 産中止が余 り
に も早過 ぎる。
b,日 本で の過剰生産 と米 国に対す る過剰輸出
c.利 益が適切で ない こと及び値 くずれ
d.正 規ルー ト以外か らの輸入
e.デ ザ インや アイデ ィアの模 倣
f.確 実なデ リバ リ.一の見通 しもっかない以前 における新製品の発表
この調査 は日本 メー カーの輸 出努力の今 後の課題 になった。
V輸 出マーケテ ィング ・ミックスとカメラ産 業
世界で知 られていなか った 日本 カメラメー カーが,非 常 に短期間の うちに世
界市場の 中で最 も恐 るべ き競争者 と して出現 を した ことは,歴 史 に残 る記録的
事件であ った。 日本 カメラメーカー は先行 者の ドイツと米国の競争関係 と変化
す る市場状況 とに直面 しなが ら,世 界 市場 を突 き進んで い った。 日本 カメ ラ
メーカーの輸出市場で の成功 は,輸 出市場 の各成長段 階での マー ケテ ィング ・
ミック.ス(製品,価 格,デ ィス トリビュー シ ョン,販 促)の 効率的統合に よっ
て成 し遂 げられた。西 欧で カメ ラが誕生 して 日本 には翌年 に渡来 した。 カメラ.ウ
が日本 に渡来 して第二次 世.界大戦 までの長期 間,日 本は米 国につ ぐカメラ輸入
国で あった。 カメラへの国内需 要は存在 したが,金 持 ちの上流階級 に限 られて
いた。事実,カ メラは 日本 が第二次世界大戦後経済繁栄 した後一般の人々 にも
手が届 くようになった。第「次 世界大戦後す ぐに輸出が開始 され た。第 皿A(2)
章で述べ たように日本 に駐 留 した米軍 中央購 買局(CPO)が 日本 の輸出 ター




業 にとって は次の発 展 と輸 出の成功へ大 きなイ ンパ ク トを与 えた。輸出市場で
の輸 出のパ ター ンと市場 の状況 によって1945年一65年の20年間を大 き く2つ の
期 間に分 けたい。CYOへ の輸出 の開始か ら日本の カメ ラメーカー 自身の力あ
るい は組合の援助で輸 出市場への手掛か りを確立す るまで の期間を消極的段 階
と位置づけたい。 この消極的段 階以降の期 間を積極的期間 と したい。 この2つ
の段 階は各 々際 立った特徴 がみ られる,,戦後20年の カメラメーカーの成長及 び
輸出マーケテ ィングの発展 を次 に論述 してい きたい。
(1)消 極的輸出マー ケテ ィング段階
(且)積 極的輸出マー ケテ ィング段階
(1)消 極的輸出マーケティング段階(1945年一1953年)
1945年～ユ953年の期 間を 日本 カメ ラ産業の消極的輸出の時代 と位置づ けたい。
この時代 は,駐 留 軍の中古 カメラの修理か ら出発 した。好意 的な国内のマ クロ
環境(GHQと 円本政府 の積極的な態度)に よ り,カ メラ産業 はは じめ に米国
駐留 軍を ターゲ ットとして スター トした。 日本政府 も戦後 カメラ産業の 早急 な
復興を援助 した。 この期間は この産業の輸 出市場で の活動能力は資源 と能力 に
限 りが あった。輸出市場のニーズ とウ ォンッを特 に選択で きな つか た ことが,
この段階での主な特徴であ った。
製品の大部分は規模の小 さなメーカーによって他の メー カー とのほとんど同
一で哀別化されず に製造された。 この段 階での製品は コモデ ィテ ィーと呼びた
い。資金的,構 造的に弱小 カメラメーカーは 自社 のPBや コーポ レイ ト ・アイ
デ ンテ ィテ ィー(CI)を 販促 のために率先 して導入す ることはで きなか った。
CPOの 買い付 けの好調 なマ クロ環境 が 日本のカメラメー カーの製 品へ の需
要を生み だ した。戦時 中の 日本の軍事技術研究の経験 によってメーカーは,当
時の需要 に合 った製品 を提 供す る ことがで きた。消極的輸 出で メーカーは力を
つ け,日 本経済の 中でその重要性 を増 した。その結 果 として,日 本政府か らカ
メラメー カーは税金面 な どで好意的 な待遇 を受 けた。 この段階でマー ケテ ィン
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グのチ ャネ ルにつ いて考慮す る必要がなかった。低価格 は円本の製品での主 な
特徴 であ った。低労働 コス トと多数の メーカーの存在が 日本の生産 コス トを低
くし,製 品を他 の輸出国 よ り低価格にで きた。消極的輸出で 日本の カメ ラメー
カーは輸 出市場で の足がが りを得た。
日本 カメ ラ製品 は米国に戻 った軍 人によって米国の知人に紹 介された。その
結果 次 の段階で積極 的輸 出の開始 のた めの良好な条件 を作 り出 した。消極的
輸 出段階での 日本 カメ ラメーカーの成功 は価格面では(1)低労働 コス トによる低
価格,製 品面では② 戦前の軍事光学技術,販 促 面では〔3)日本政府 のバ ック.アッ
プ,販 売 チ ャネルでは(4)CYOの買 い付 けの4つ の要素の適度 な統合 によって
成 し遂 げられた、 この成功 は国内市場で のCPOか らの特 需が なければ不 ロr能
であ った。特 にCYOが 日本のカメラを購入 し始めた理由は,価 格で な くサー
ビス保証であ った。国内のカメ ラは ドイツや米国 に比べて品質面で は劣 るけれ
ども部品の.ストックや素早 い修理が あったので,米 国軍人は輸 入カメラよ りも
日本製 カメラを購入 した。要約す ると,適 切 な価格 とサー ビス保証の統合が 日
本の カメ ラにはあった。 この適切 な価格 とサー ビス保証の統合 によって 日本 カ
メラの品質の劣 っている面 を克服 で きた。 この段 階で の製品 は特別 な特徴が
あ ったわけで な く,こ の統 合力 によ って 日本製品 は消費者 によってプルされ購
入された。
(H)積極的輸出(1954年一1965年)
積極 的輸 出は,日 本 カメラが輸 出市場で直接各社でマーケテ ィング活動 を開
始 した時点か らス ター トした。実 際積極的輸出 は,総 輸出量の中のCYOへ の
輸出 シェアーが減少す ることが予測 された1954年時点で開始 した。積極 的輸出
段 階は,さ らに3つ に分 け られ る。 この段階で は,マ ーケテ ィング ・ミックス
の統合力の市場状況 における達成度に よって区分された。
(1)自発 的(Unsolicited)輸出マーケテ ィング段 階(1954年～1957年)








少す る ことが明 白にな った。 ま もな くや って きたCPOの 販売 の減少 によって,
日本はCPO以 外 の海外市場 を自発 的に求あていかねばな らなか った。1956年
.当時の輸 出のほ とん どはCPOの 販売の残 りであ った。海外か らの注文 は日本
カメラを試験的 に購入 したにす ぎなか った。帰国 した米国軍人によって紹介 さ
れた 日本 カメラは米国輸 入業者 によって輸.入された。 日本カメラは品質の低 さ
と米国市場での.認知の低 さのため米国輸入業者は 日本 カメラを大量 に輸入す る
ことをため らっていた。 自発的輸出マーケテ ィング段 階で はCPO販 売の縮小
と日本 の市 場の飽和状態 に直面 し,日 本 カメ ラメー カーは製 軸を輸 出市場 に
プ ッシュしていか なけれぽな らなか った。
CPU販 売 を通 じて,日 本 カメ ラはPBとOEM製 品でデ ィ ・コモデ ィティ
化(commodity)され輸出 された。価格戦略の]的 の1つ は,市 場 シェアの拡
大である。 シェアの拡大は国内のマ クロと ミクロの経済の良好 な状況(低 労働
コ.スト,多 数の メー カー,.ド請 け)に よって可能 にな る。 日本 のメーカーサ イ
ドか らは意図的 にPR活 動 は してい ないが,退 役 米国軍人の個 人的意見がPR
になった。 日本 メー カーは最初 の市場 目標 として米国市場 を選 んだ。
日本 と比較 して西欧特 に米国での カメラ市場は大 きく,米 国の人 々は裕福 で
あったので カメラを容易 に購入で きた。ベル トコ ンベアー方式 による大量生産
によ り,日 本 カメラメーカーは ドイツや米国よ り製造 コス トをダウンさせ,そ
の結果 カメラの価格で の輸 出競争力で輸出市場.の広 いセグメン トへの アプロー
チ をす ることがで きた。
もう1つ の トー タルマーケ ッ トを拡大する広 いセグメン トの アプローチのた
めの戦略は 日本製 品の市場 占拠価格戦略である。 この戦略 は大衆を ターゲ ッ ト
に して 「米国の消 費者がい くらな ら買 うか」消 費者 の購買力 を分析 した。 日本
メー カーは 日本政府当局(ジ ェ トロのマーケ ッ ト調査)か ら詳 しいマーケ ッ ト
情報 に よって,米 国市場の状況を知 ることがで きた。 これ らの調査 によ って消
費者が カメラをい くらで購入す るか判断 して,そ の価格 に合わす為 に コス トを




.ここで カ メラメー カは規則的に輸出を開始 し,よ り緻密 に輸出マーケテ ィン
グ ・ミックスの基礎 を固めた。 この段 階で 日本 のカメラは完全なPBとOEM
(シアーズのカ タログに 日本の カメラが掲載 された)に よって デ ィ ・コモ デ ィ
テ ィ化 された。 カメラメーカーは市場 シェアを拡大す るために市場 占拠価格戦
略 を継続 した。 ライバルの ドイツ と米 国のメーカー によって 日本製品は両 国の
模倣 だ とい う攻撃が,逆 に日本のメーカーの製 品改 良と多様 化を促進 させ た。
国内ではカ～{ラ市場が飽和状態にな り,メ ーカーが生 き延 びる道は輸出依存
で あった。 二眼 レフは限界点 に達 していた ので,メ ー カーは,新 し く35mm
を生産す るようになった。 日本 メーカーが米国市場浸透戦略 を重要視 し,日 本
製品各々 に型や モデルを多 くす る製品多様化を用いた。製品多様化 により市場
のニーズ とウォンツに応 じることがで き,様 々な広 い消 費.者層 に売 り込む ζと
がで きた。 製品の種類が多い ことが,流 通チ ャネルの拡大 を容易 にした。
疑い もな くこの改良 と多様化が 日本メーカーの輸 出成功の 主要な要因で あっ
た。 日本 カメ ラメーカーは輸出 市場でPRキ ャンペ ーンを開始 した。 このキ ャ
ンペー ンは 日本製品の模倣問題の解消のためだ けで な く,日 本 カメラをさ らに
広 く海外市場へPRす るためで もあった。APIDの 設立で,こ の段 階か らP
R活動 は広 い範囲で ロf能にな った。さらに新 聞広告で 日本検査協 会の輸出に対
す る厳 しい検査 を消費者に アピール し,日 本製 品に対す る安 心感 と信用 を高め
た。
この段階での もう一つの特徴 は米国輸 入業者 の選択 にあ った。 ドイツに対抗
して米 国市場で は,輸 入業者 として有力 なユ ダヤ系商社 を選択 した ことも有利
で あ った。 デ ィ ・コモデ ィテ ィー化 された製品 も市場 占拠戦略価格,PRキ ャ
ンペー ンと輸入業者の選択,こ の3つ の要素 を適度 に統合 した ことが,日 本 カ










第6表 日本 の 中小 カメ ラメ ー カーの 輸 出マ ー ケテ ィ ング ・ミ ックス の発 展
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1,自 発 的輸 出段 階 チャネルが確立せず
Unsolicited.St○ ○ o ○ O ◎ ② ○ o △ ジ ェ トロ,C.セ ン タ ー 設 立
(1954年一1957年) 第1回 力.メラ シ ョウ(N.Y>
品質管理徹底(検査協会1
2.限 られ た輸 出段階
「 内.... ....一
APID設 立 ・
Limited、St ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ デザ イ ンセ ン ター 発足
〔1958年1960年)
3.広範な輸出段階 輸出高で ドイツ抜く
Extensiv.St ◎ ◎.◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ カメラ技術研究組合
(1961年一1965年)




※統合力とば,価格 に品質 とサービスを統合 した力。
一106(440}第158巻 第4号
(3)拡大す る輸出マーケテ ィング段階(196ユ年一ユ965年)
この段階で は,日 本のカ.メラメーカー はマーケテ ィング ・ミックス要素を次
第に広範囲 に使用 した。第二次世 界大戦後の 日本 カメラ産業 を支 えた大多数の
中小,弱 小(四 畳 半)メ ーカーは,輸 出.市場 と同様 の国内で の厳 しい輸出競争
に敗れた。.成功 したメーカーはOEMとPB製 品を輸 出 し,製 品改良 と多様化
だ けでな く深い研究 と技術革新 によって消費者のニーズにあ った,新 製品を発
表 した。 この段 階で マーケ ッ トシェアーを拡大す るための価格だ けでな く品質
とサ ービスとを統 合 し競争相手 に対抗 した。
この段階では 日本カ メラメーカーは米国の輸入 業者 に限 って製品販 売 を依頼
していたが,い くつか の日本 の有力 メー カーは現地事務所 を開設 し現地販売 を
もっと効率的 にコン トロールで きるようにな った。
この段階での主要なマーケテ ィング ・ミックスの特徴 は製品面で は〔:Dディ ・
コモ デ ィテ ィー化 され たOEMとPB製 品,価 格面で は② 市場 占拠価 格戦略,
販促 面では(3::PRキャンペ ーン,チ ャネル面 では働 デ ィス トリビュー シ ョンの
選択 の4つ の要素の統合で あっ・た。 この統合で輸出市場で の日本の カメラの競
争力が高 ま り,輸 入業者の引 き合いを受 けるよ うになった。
日本カメ ラメーカーには確か に製品志 向はみ られ るが,米 国企 業 よりもその
傾向は薄い。 日本 メー カー は顧 客の徹底 的な研究,製 品発売以前 の調査,絶 え
まない製品改 良によ り多 くの時間を割 いている。彼 らは製品,技 術 中心 よ りも
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